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1.は じ め に

フライ ングデ ィス ク競 技 は,世 界 フ ライ ング

ディス ク連盟 の競技 と して10種 目(デ ィス タン

ス ・MTA・TRC・ ア キュ ラ シー ・デ ィス カ ソ

ン ・デ ィス クゴル フ ・DDC・ フ リース タイル ・

GUTS・ ア ルテ ィメッ ト)が 公認 されてい る.世

界 フライングディス ク連盟の加盟 国 ・準加盟 国の

総数 は,現 在81か 国 で,中 で もアル テ ィメ ッ ト

は,54力 国 で競技 され,ア メ リカでは3万 人が

プレー してい る最 も人気のあ るフライングディス

クの種 目であ る.日 本 におい ては,2012年7月

7日 一14日 に 大阪府 堺市 にあ るスポ ーッ施 設 ・

J-GREEN堺 で,1992年 に 開催 国 となって以来2

度 目とな る第13回 世界 アルテ ィメ ッ ト選 手権 大

会注1)を 開催 し,5大 陸すべ ての国 々か ら計23ヶ

国1392名 の 参加 を得 た.特 にアジ ア諸 国か ら過

去最高の参加 国数(7ヶ 国)を 実現す る とともに,

世 界 中にフライングディス ク競技 を普及 ・発展 さ

せ る機 会 を提供 した.ま た,8月12日 一18日 に

は世界 ジュニ アアルテ ィメ ッ ト選手権 大会注2>が

アイル ラン ド ・ダブ リ ン市 で20か 国の参加 の も

と開催 され た.結 果 は,オ ープン9位,女 子8位

で あった.

日本 におい ては中学 ・高校で部活動 と してアル

ティメッ トを行 ってい るところは少 な く,そ の た

め 日本の ジュニアアルティメ ッ ト選手権大会 出場

選手の多 くは,大 学 に入 ってか ら始め た経験4か

月から18か 月の学生である.こ のような状況の

中,ジ ュニアアルティメッ トの選手募集は,手 探

りで行われている.2012年8月 の世界ジュニア

アルテ ィメット選手権大会に向けての選手募集

は,2011年12月 末に日本フライングデイスク協

会のWEB上 で開始され,2月 に第1回 選考会,

5月 に第2回 選考会,6月 に第3回 選考会 を開催

した.筆 者はジュニア女子チームの監督として選

手の選考か ら指導にいたるまでの業務にたずさ

わったが,第3回 選考会までに40名 の参加 を得

て,28名 を選考 した.6か 月という短期間で選手

の募集と指導を実施するという状況は,サ ッカー

などのメジャースポーッでは考えられないことか

もしれないが,中 学 ・高校の部活動 でアルティ

メッ トをほとんど行っていない現在の状況では最

大限の手順であったと考えられる.

これらのことを踏まえて本稿では,世 界ジュニ

アアルティメッ ト選手権大会に向けての女子日本

代表チームの取 り組みと指導内容を明らかにする

ことで,フ ライングディスク界の重要なテーマで

あるジュニア選手の育成と指導の基礎資料とし,

6か 月という短期間でどのように選手募集をおこ

ない,ど のように選手の指導をおこなってきたの

かを具体的事例をもとに報告するものとする.

∬.世 界ジュニアアルティメッ ト選手権に向けて

世界 フライ ングデ ィス ク連盟 による2012年 の
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世界 ジュニアアルティメッ ト選手権大会の 開催場

所 と開催 日程 の決 定が遅 れていた こ とと2012世

界 アルティメッ ト選手権大会が堺市で7月7日 一

14日 に 開催 され るこ とが重 な り,世 界 ジュニ ア

アルティメッ ト選手権大会 に日本が 出場す るか ど

うか の判 断が難 しい もの となっていた.7月 の 開

催で あれ ば,世 界 アルティメッ ト選手権大会が堺

市で7月 に開催 され るため 日本 フライングディス

ク協会本部ス タッフや関係す る業者や人 々の動 き

と重 なるため世界 ジュニ アアルティメッ ト選手権

大会の参加 を苦慮す る もの となってい たが,2011

年12月 下 旬 に世界 フライングデ ィス ク連 盟か ら

世界 ジュニアアルティメッ ト選手権大会の 開催場

所 と日程が発表 され た.大 会が8月 に開催 され る

決定 を受 け,世 界 ジュニ アアルティメッ ト選手権

大会 に日本 は出場す ることとな り,ス タッフの発

表 と選手募集 が2011年12月29日 にWEB上 で

行 われ た.

① 世界 ジュニアアルティメッ ト選手権大会 までの

女子 日本代表チ ームの動 き

・201L12 .29日 本 フ ライングデ ィス ク協 会の

WEB上 で募 集開始

・2012 .2.18-19第1回 選 考会 お よび練習 会

(11名 の応募)

・2012 .3.18ド リームカ ップ会場 にて募集案内

(3月 末 までに4名 追加,合 計15名 の応募)

・2012 .4月 東 ・西 日本 フレッシュマ ンズ カッ

プにて募集案内

・2012 .5.3-5第2回 選考会 お よび練習会(合

計25名 の応募 か ら17名 選 出)

・2012 .6.2-3第3回 選考会 お よび練習会(合

計40名 の応募 か ら28名 選 出)

・2012 .6.23-24DISCRAFTULTIMATE

OPENに 大 会 出場

まず第1回 選考 会の選手募 集で行 った こ とは,

参 加可能年齢で ある大学1年 生で早生れの学生の

調査で ある.対 象者のい る大学 にはス タッフを通

じて世界 ジュニアアルティメッ ト選手権大会の要

項 と第1回 選考会の 日程 を連絡 し,参 加希望調査

を約1か 月行 った.2月18-19日 に実施 す る第1

回選 考会へ の応 募数 は,ll名(高 校生3名 注3),

大 学 生8名)で あ った.

皿.第1回 選考会 および練 習会 の指導 内容

(2012.2.18-19対 象11名)

2012年2月18-19日 の2日 間,静 岡県富士市

富士川緑 地 にお いて,応 募 選手11名 とス タッフ

4名,地 元 の男子 アルテ ィメ ッ トチームの協 力の

も と練 習会 を行 った.1日 目は基本練習,2日 目

はゲ ームを中心 に指導 した,

1日 目の主な指導内容:

ア ルティメッ トの指導 を行 う前 に,お 互いの プ

レーをお互いで ジャッジす るフライングデ ィス ク

競技独特の ルールであ るス ピリッ ト・オブ ・ザ ・

ゲ ーム を説 明 した注4).ル ー ル につ いて は場 面 ご

とに補足説明 した。

① キャ ッチ&ス ロー(バ ックハ ン ド ・フ ォアハ ン

ド・アップサ イ ドダウン)

キ ャッチ&ス ローは,最 も単純 な練習であ る

が,得 点 を取 るための最 も重要 な練 習であ る.

味 方のパス をキャッチす ることと味方 にパスす

る ことの どち らに も ミス は許 され ない.サ ッ

カーやバ ス ケ ッ トの よ うに ゴール にシ ュー ト

す る競技 で は ないた め,ゴ ー ルは必 ず キ ャッ

チ&ス ローの完成 に よって成 り立つ 注5).特 に

ス ロー④

ラン④
一

図13人 のスロー練習



ジュニアアルティメット女子日本代表チームの指導に関する一考察

ディフェンスがい ない状態での スローイングと

キャ ッチ ングの ミス は防がな ければな らない。

バ ックハ ン ド・フォアハ ン ド・アップサ イ ドダ

ウンの スローイングがゲ ームで使 われ るス ロー

で あるが,経 験の浅い選手 もい るため,そ れぞ

れのス ローイングの ディス クの握 り方 と投 げ方

を再確認 し指導 した.ス ローイングとキャッチ

ングの練習 方法 と しては,2人 で10歩 離 れ た

距離 で向かい合 って行 うもの と,3人 で正三角

形 に広が り行 う もの を実施 した(図1).

向 か い合 う相手 の方 向 に前足 を体重 移動 さ

せ なが ら,デ ィス クに しっか り回転 を与 えて

相 手の胸 にス ロー し,キ ャ ッチ は両 手で上 下

か ら挟み とるサ ン ドイッチ キャッチ を繰 り返 し

行 った.フ オアハ ン ドとアップサ イ ドダウンの

グリ ップは同 じであ るため,ア ップサ イ ドダウ

ンのス ローは投 げ出 しの角度 に注意 しなが らス

ローさせ た.特 にス ローイングの 回数 を数 えた

り,相 手の名前 を呼 んだ りしなが らの キャッチ

&ス ローは,こ の 日初め て出会 った もの 同士が

コ ミュニケーシ ョンを取 り合 う良い練習方法 と

なった.

② ス ローイング ドリル

キ ャ ッチ す るエ リア に数 字 を振 り,ス ロ ー

ワーの指 示 す る数 字 で レシーバ ーが動 く練 習

を行 った.エ リア を数字 で決め てお くことは,

フ ァールで プレーが止 まった後や タイムアウ ト

後のセ ッ トプレーでサ インプレーと して使 える

図2サ インプ レー

ことが利点 となる.1は オープンパス.Hは イ

ンサ イ ドアウ トパス.皿 はオープンエ リア後方

への リー ドパス .IVは 奥 への シュー ト.以 上の

4つ のパス を共有 させた(図2).

③ ピ ボッ トとマ ーカー

ゲー ムの場 面 では ピボ ッ トの技 術 が必要 と

なる.マ ー カー(ス ロー ワーをマー ク してい る

デ ィフェンス プレーヤ ー)が い る場合,ス ロー

す る選手 は,ピ ボッ トを使 ってマ ーカーの手 に

当 たらない ように味方 にパス しなけれ ばならな

い。バ ックハ ン ドとフオアハ ン ド,ア ップサ イ

ドのス ローをマ ーカーに防御 され ることな く投

げることがで きなけれ ば,ゲ ーム中にミスす る

確率 は高 くなる。マ ーカーはス ローワーに正対

す る とス トー リ ング コー ル をか け る.こ のス

トー リ ング コール によ りス ロー ワーは,10秒

以 内にス ロー しなけ れば な らな くなる.10秒

以 内 に味方 にどの ようなパス を出すのか を判断

しなけれ ば な らず,10秒 経 って も投 げ られ な

くな り,ス トーリングアウ トを取 られ ることは

絶対 に避 けなけれ ばならない.ピ ボッ トの技術

と5秒 前後でス ローを選択す る技術 と判断力 を

養 うことは重要 な課題であ る.ま たス トーリン

グカウン ト5秒 を経過す る時 は,ス ローワーも

6・7・8… と声 を出 しなが ら味方の選手 に危機

的状況 を伝 えなけれ ばならない.こ の技術 を養

うため にマ ーカーブレイク ドリル等の練習 を繰

り返 しお こなった.

④ 一1マ ーカーブレイク ドリル

ピボッ トを使 ってバ ックハ ン ドで スローす る

技術 とピボッ トを使 って フォアハ ン ドでス ロー

す る技術があれ ば,マ ーカーの両サ イ ドか らパ

ス を出す こ とが で きる.レ シ ーバ ーはス ロ ー

ワーの左 右 どち らか のエ リア に走 り,ス ロ ー

ワーはレシーバ ーにピボッ トを使 ってパス を出

す.こ の練習方法 をマ ーカーブレイク ドリルと

い う。

・ピボッ トを使 ってバ ックハ ン ド側 に走 って く

るレシーバ ーにバ ックハ ン ドでス ローイング

・ピボッ トを使 って フォアハ ン ド側 に走 って く

るレシーバ ーにフォアハ ン ドでス ローイング
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以上の2つ の技術 を習得 させ た.

この ドリルによって,走 って くるレシーバ ー

にマ ーカーの左右か らパス を出す こと,パ ス を

受 けるレシーバ ー もスローワーの左右のエ リア

でパス を受 けることの イメージが養 われ た。

④ 一2マ ー カー ブ レイク ドリル(レ シーバ ー は

フェイクを行 う)

レシーバ ーの走 り方 は2通 りあ る.1つ 目は

フェイク(デ ィフェンス を振 り切 るための疑似

的 な横の動 き)を せず に全速でパス を受 ける方

法(図3-1).2つ 目はフェイク してディフェン

スの動 きと逆方向 に走 ってパス を受 ける方法で

ある(図3-2).

レ シー バ ー

●

＼ン
○

ス ロ ー ワ ー

図3-1マ ー カーブレイク ドリル(フ ェイクなし)

ス ローワーは走 って くる方向 と反対側 に一度

ピボ ッ トを使 ってか らレシーバ ー にパス を出

す.レ シーバ ー の フェイ ク とス ロー ワーの ピ

ボッ トは,い ずれ もディフェンス を騙す ための

重要 な技術で ある.

⑤ ラダー ドリルとセ ッ トプレー

マ ーカーブレイク ドリルでパスがつ なが るよ

うになれ ば,複 数の プレーヤ ーでパ スをつ な ぐ

ラダー ドリルへ と移行 した.バ ックハ ン ドス

ローの連続 プレーとフォアハ ン ドス ローの連続

図3-2マ ーカーブレイク ドリル(フ ェイクあり)

プ レーを習得す るラダー ドリルは,ゲ ームの 中

で のパ ス展 開の基礎 とな るため 時 間をか けて

行 った(図4).

こ の ラダー ドリルをお こな うこ とに よって,

あ らか じめ決め られたパス ルー トを使 って攻撃

をおこなうセッ トプ レーへ と移行で きる(図5).

セ ッ トプレーの利点 は,パ ス を受 ける順番 を

決 めて お くこ とでパス エ リアへ の レシーバ ー

の動 きが 整理 される こ とであ る.レ シーバ ー

が2人 以上 同 じエ リアに走 ることは,パ ス を受

けるエ リアを自分 たちで潰 して しまうことにつ

なが る.ま た,ピ ックとい うファールを犯 して

しま うこ とに もなる注6).ジ ュ ニアのゲ ームで

は,フ ォアハ ン ドパスの技術が未熟 な場合が多
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図5セ ッ トプ レー

図6フ ォースフ ォアハ

ン ドオフ ェンス

(う ら展 開)攻 撃

い ことやバ ックハ ン ドよ りもフォアハ ン ドの方

が,ロ ングシュー トが難 しくなることが考 えら

れ る.そ の ため相手 ディフェンス は,フ ォース

フ ォアハ ン ドデ ィフェ ンス注7)を 使 うことが多

い.こ の ことに対応す るため に,フ ォアハ ン ド

で の ゴール 方向へ の縦 攻撃(お もて展 開)と

バ ックハ ン ドを使 ったサ イ ドチ ェンジ(う ら展

開)攻 撃 を練習 した(図6).

特 に サ イ ドライ ン近 くに追い込 まれた時 は,

縦 攻撃のエ リアが狭 くなる.サ イ ドチ ェンジ し

てうら展 開へ移行す るタイ ミングを見極め るこ

とは重要 なプレーであ るため時 間をか けてお こ

なった.

2日 目の主 な指導内容:

① ミニゲ ーム(ホ ッ トボックス)

パ ス をつ ないで ゴールを奪 うことはアルティ

メッ トの醍醐味であ り,も っと も重要 なプレー

であ る.フ ルコー トのゲ ームで は,ゴ ール前の

プレーを作 るまで に時 間がかか るため3人 も し

くは4人 でチ ームを組み ミニゲ ームをお こなっ

た.役 割 を決め どの ようにすれ ばゴールで きる

の か ミニゲ ーム を通 じて選 手 同士 で 考 え させ

る.ミ ニゲ ームは7人 制の アル ティメッ トに発

展 させ る上での効果的 な練習方法であ る.ミ ニ

ゲ ームの コー ト設営 は,ミ ニゲ ーム後7人 制の

ゲ ームを実施す るため,コ ーンだけで ゴールエ

リアを作成 した,グ ラン ドの大 きさと実施人数

に応 じて 自由 にゴー ルエ リア を設定 で きるた

め,7人 制 ゲームへ 移行す るための良い基本練

習 となる.白 線 な しで コーンを用いて ゴールエ

リアを作 った場合 は,サ イ ドラインが無い.通

常の アルティメッ トコー トであれ ばゴールエ リ

アの横や後 ろ側 はOBエ リアとなるが,こ の場

合 はゴールエ リアに対 して どの方向か ら攻撃 し

て も良い とい うルールで実施 した.こ のル ール

図7ミ ニゲーム(ホ ッ トボ ックス)
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＼ サイドミドル O=オ フ ェ ンス

ス ロ ー ワ ー ○ ＼ マーカー ○ ＼ デイープデイープ

闘 ンドパス/ 1ミ ドル ミドル ○ ＼ ニ デ イフ ェ ンス

○ ○/シ ョー トディープ

サイドチエン＼
/サ イ ドマーカー

○ 縦への展開 ○/サ イ ドミドル

図8ゾ ー ンデ ィフェンス とゾー ンオ フェンス

変更の利点は,プ レーを中断させることなく数

多 くのパスを投げさせることができることであ

る(図7).

ミニゲームは,個 々の選手の役割とゲーム展

開の方法を確認できることと7人 制のゲームに

移行するための技術レベルの材料を収集できる

ため,チ ーム構成 を考 えるための良い機会 と

なった.

②ゲーム(7vs7)

富士市のアルティメッ トチーム ・富士龍神

(男子)の 協力 を得てジュニアチームと7vs7の

練習試合を行った.体 格的にも技術的にも男子

チーム相手では格段の差があるが,海 外では背

が高 く体 も大きい女子選手が多いため,練 習試

合の相手として適切であると考えた.男 子チー

ム相手にゲームを進めてい く中で,ア ドバイス

を与えなければならない時は,プ レーを中断 し

て説明する時間をとった.

1.マ ン トゥーマ ン

オフェンスの方法 と しては,ス タンフォー ドオ

フェ ンス とホ ライゾ ンタル オフェ ンス注8)が あ る

が,ジ ュニア選手のス ピー ドとスローイング技術

の未熟 さを総合的 に考 え,ス タンフォー ドオフェ

ンスで攻 撃す る方 法 を選 択 した.オ フェ ンスで

は,コ ー トの 中をどの ように動い て攻撃 に結 びつ

けるのかの ア ドバ イス を与 えた.特 にレシーバ ー

にリー ドパス を出す時,レ シーバ ーを狙 ってパス

を出す と相手 にブロックされ る.レ シーバ ーが走

るエ リアにパス を出す ことの イメージを持つ よう

に指導 した,ま たデ ィフェンスで は,マ ン トゥー

マ ンデ ィフェ ンス の付 き方 にア ドバ イス を与 え

た.ゴ ール方 向 に走 られ ない よ うにす る には オ

フェンスの背 中側 にポジシ ョニ ングす ること.ま

た,パ ス をつ な ぐ選手 に付 く時 は,デ ィス クを持

つ プレーヤ ーとレシーバ ーの両方 を見 られ る位置

に付 くよう指導 した,

2.ゾ ー ン

マ ン トゥーマ ンの攻 防 でゲ ー ム を行 っ た後,

ゾ ー ンデ ィフェンス とゾー ンオフェ ンス注9)の 戦

術 を指導 した(図8).

ゾ ー ンデ ィフェンスで は,マ ーカー ・ミ ドル ミ

ドル ・サ イ ドマ ーカーの3人 がス ローワーを囲み

(カ ップデ イフェ ンス)相 手 の ゴール方 向へ のゲ

インパス を防 ぐ.数 多 くサ イ ドチ ェンジパス を投

げさせて ミス を誘 うことを目的 とす るが,第2列

のサ イ ドミ ドルとシ ョー トデ ィープ,第3列 のサ

イ ドミ ドル とデ ィー プデ ィープ と比 較 して,第1

列 の カップデ ィフェンス は体力の消耗が大 きいポ

ジシ ョンであ る.ま た,相 手が ロングシュー トで

ゴールを狙 った場合 は,第3列 のサ イ ドミ ドル と

デ ィープデ ィープが これ に対処 しなけれ ばならな

い.こ れ らの ことを考 えポ ジシ ョンの決定 を行 っ

た。 ゾーンオフェンス は,ハ ン ドラーが ビハ イン

ドパス とサ イ ドチ ェンジパスで カップデ ィフェン
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スを揺 さぶ り,ミ ドルが縦パ スをつ ないで ディー

プが ゴールへ走 る.男 子チ ーム相手 に点 を取 るこ

とは難 しい もので あったが,根 気 よ くパス をつ な

ぐこ とを課題 にゾー ンオフェ ンス をお こなった.

ゾ ーンの攻防 は,サ イ ドラインで待機 してい るプ

レーヤー もフ ィール ドプ レーヤ ーに声 をか ける.

特 にディフェンスで はサ イ ドラインか らの声で相

手 オフェンス にプレッシャーをか けることがで き

るため,す べ ての プレーヤ ーが一丸 となって攻防

を繰 り返すチ ームプレーの重要性 を指導 した.

3.ト ラ ンジシ ョン

こちらが発す るキーワー ドを聞い て瞬時 にゾー

ンディフェンスか らマ ン トゥーマ ンディフェンス

に変化す る トランジシ ョンディフェンス を指導 し

た.ゾ ーンディフェンスで相手 にゴール近 くまで

攻め込 まれ た時や ゾーンディフェンス を仕掛 ける

と見せ ておい て相手がパス を5本 通 した時 にマ ン

トゥーマ ンディフェンス に変化す るなど相手の オ

フェンス ラインを混乱 させ る 目的で使用 した。

世界選手権 は午前 ・午後1ゲ ームずつお こなわ

れ るこ とが多い.1ゲ ーム に2時 間以上 かか るた

め,2時 間のゲーム を1日2度 戦 わなければ なら

ない ことになる.こ の ような状況 を経験 させ るた

め に,11人 の 選手で2時 間ゲーム を2度 戦 った.

ハ ン ドラーの3人 は,経 験 を積 ませ るため に,交

代 な しで 出場 し続 けた.ハ ン ドラーは短いパス を

正確 につ ない だ り,ロ ングシュー トを打 って相手

ゴール を脅 か した りす る攻撃 の要 で ある.体 力

面 ・技術面で優れ たハ ン ドラーを何人育 てるかが

世界大会の結果 につ なが る.第1回 の選考会で は

未知 数の11人 で あったが,全 員 世界大会 で良い

結果 を残 したい とい う意欲 があ る選手 であ った.

この気持 ちが ある限 り,そ れぞれチ ームに戻 って

も成 長 してい くと感 じた.11人 全 員 にス ロー イ

ング技術の向上 を個人練習の課題 と して与 えた.

V.第2回&第3回 選考会および

練習会の指導内容

第2回 選考会 は2012年5月3-5日 の3日 間,

第3回 選考会は6月2-3日 の2日 間,静 岡県富

士市富士川緑地において実施 した.第1回 目と重

複する指導内容は項 目のみ とし,第2回 目,第3

回目の指導内容を以下に示 した.

主 な指導内容:

① ス ローイング ドリル

②マ ーカーブレイク ドリル

③ ラダー ドリル(4人 でデ ィス クをつな ぐ)

④ カッ トバ ック ドリル(縦 の フェイクを使 って レ

シーブ)

マ ーカーブレイク ドリルで レシーバ ーは,デ ィ

フェ ンス を振 り切 るた めの横 の フ ェイ クをお こ

なったが,カ ッ トバ ック ドリル は縦の フェイクを

使 って マー ク をはず してパ ス を受 け る技 術 であ

る.ゴ ール方向 に走 ると見せか けるフェイクをお

こなうことで,得 点 され まい とす るデ ィフェンス

図9カ ッ トバ ック ドリル
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をゴール方向 に動かす.レ シーバ ーは,フ ェイク

した後ス ローワーの方向 にターン しパス を受 ける

(図9).

図10カ ッ トバ ック とGIVE&GO

⑤ カ ッ トバ ックとGIVE&GO(図10)

GIVE&GOは,サ ッカーやバ スケ ッ トで よ く

見 られ る2人 で行 うゲ インパスの技術であ る。ス

ローワーはパス を出 した後,レ シーバ ーの ゴール

方 向の エ リアで フェ イク して リー ドパ ス を受 け

る。カ ッ トバ ック とGIVE&GOを 組 み合 わせ て

お こな うことに よ り,2人 で相手 陣地 に攻 め入 る

技術 を指導 した.フ ェイクは,デ ィフェンスのか

らだの重心 を自分の動 きたい方向 と逆 に向 ける技

術で ある.特 にゴールエ リア内で はマ ークが厳 し

くなるため,フ ェイクをうま く使 わなけれ ば得点

が難 しくなる.カ ッ トバ ック ドリルで は,フ ェイ

クの技術 をどの場面で どの ように使 うのか を学 ば

せ る機会 となった.

⑥ ミニゲ ーム(3vs3)

⑦ ゲ ーム(7vs7)

⑧ ゾ ーンディフェンス とゾーンオフェンス

第2回 選考会で は14名 の応募 か ら6名 選 出 し,

日本代 表 は合計17名 となった.第3回 選 考会で

は23名 の応募 か ら11名 選 出 した.第1回 か ら第

3回 の選考会 で合計40名 の応募 が あ り,最 終的

に日本代表28名 を選 出 した.

選 考基準 は,以 下の3つ 項 目か ら判断 した.

① 個人技(ス ローカ ・ス ピー ド・高 さ)

② 戦術理解(マ ン トゥーマ ン ・ゾーンの攻防)

③ チ ームワーク(チ ームで孤立せず に同 じ目標で

行動す る ・リーダーシップ)

同 じレベ ルの選手が 出た場合 は,各 大学 にお け

る選手育成 を鑑み,同 じ大学 に偏 らない ように し

た.28名 の 内訳 は,高 校生3名 ・大 学1年 生15

名 ・大 学2年 生10名 と なった.地 域別 では,近

畿3名(大 阪1・ 京都1・ 滋賀1),中 部8名(愛

知8),関 東17名(東 京14・ 埼 玉2・ 栃 木1)で

あ る.

V.DISCRAFTULTIMATEOPENに 大 会参加

6月23-24日 の2日 間,静 岡県富 士市富士 川

緑地 において,DISCRAFTULTIMATEOPEN

が 開催 され た,

23日(土)

24日(日)

VS成 険大学

VS立 教大学

VS静 岡大学

4-9×

9-9引 き 分 け

10-20

順位決定リーグへ

VSREGARS3-14×

VS慶 応 大学9-30

VS首 都大学東京6-8×

12位 にて終了

初 日はマ ン トゥーマ ンの攻 防.2日 目は ゾー ン

の攻防 も交 えなが らの戦い を経験 させた.初 日の

成険大学 と立教大学のゲ ームは2つ のセ ッ トを順

に送 り出 し戦 ったが,ス ロー ミスが多 く経験の差

が得点 に現れ た.静 岡大学 には4つ のセ ッ トを順

に送 り出 し,全 員 で戦 った.ア ルテ ィメ ッ ト経

験3か 月の選手が練習 した縦攻撃の連続 プレーを

積極的 に展 開 して点 を取 るシーンは,チ ームの士

気 を高め た.2日 目に大敗 を喫 したREGARSに

は ロングシュー トが打て るハ ン ドラーとフェイク

をうま く使 って ゴールエ リアに走 るデ ィープがお

り,こ の2人 の動 きにジ ュニア メ ンバ ーで は対
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処 しきれ なか った.ゴ ール方 向 に走 られ ない よ

うに オ フェ ンス の背 中側 にポジ シ ョニ ング して

も,フ ェイクをうま く使 ってゴールエ リアに走 ら

れ る部分 は,マ ン トゥーマ ンディフェンスの課題

となった.ハ ン ドラー側 に走 られ る時80%の 力

で追 い,ゴ ール側 に走 られ る時100%の 力 で追 う

などマ ークの付 き方の力の配分 を変 えることで対

処 したが,マ ン トゥーマ ンディフェンスの得点 を

与 えないマ ークの付 き方 に不安定 さが 出た.ゾ ー

ンの攻 防 について は,REGARS戦 で ほぼ互 角の

戦い を見せ た.ゾ ーンディフェンス は2セ ッ ト作

り,ど ちら も相手 にプレッシャーを与 えて数多 く

パ スを投 げさせ ,ミ ス を誘い得点 を奪 うことがで

きた.ゲ ーム経験 を積 ませ ることで,世 界大会 出

場前 にそれぞれが課題 を見つ け,目 標の再設定 を

行 うことがで きた.

V【.世 界ジュニア選手権大会の7日 間

2012年8月12日 か ら始 まった世界 ジ ュニ アア

ルテ ィメ ッ ト選手権 大会 で女 子 日本代 表チ ー ム

は,下 記 の 日程 で全9試 合 を戦 った.大 会 直前

に1名 の故障者 が出 たため27名 で参加 した。ス

タ ッフは監督1名,コ ーチ1名,ト レー ナー1名

でサ ポー トした.

13日(月)VSイ ギ リス(U-17参 加 国 との交

流戦)9:00AM～11-14×(非 公 式戦の た

め勝敗 に関係 しない)

イ ギ リス戦 は,U-17部 門 の参加 が3力 国で

あったた めジ ュニア(U-19)世 界 選手権参加 国

との交 流戦 を行 った.公 式 戦で はなかった ため,

ア ルテ ィメ ッ ト経験4カ 月 の選手 を先発 で起 用

し,強 風 の 中9-9の ス コアまで戦 った.強 風 の

中での ゲー ムの戦術 として,追 い風 オ フェ ンス

は1本 目のパス を必ず ロングシュー トを打 ちゴー

ルを狙 うとい う共 通理解 で進 め た.ゴ ー ル不 成

功 の場合 で も相手 は強風 の 中で得 点す る ため に

は60m以 上 パス をつなが なければ な らないので

ミスが起 きる確率が高い.追 い風 オフェンス有利

の展 開で両チ ームとも同 じ戦略 を選択 した結果,

9-9の イ ーブ ンであ った.10点 目か らは,午 後

か ら行 われ るコロンビア戦 に備 え,ア ル ティメッ

ト経験1年4カ 月の レギュ ラーメ ンバ ー14名 を

2セ ッ トに分 け交 互に出場 させ た.し か し,追 い

風 オフェンスの1本 目のパス をロングシュー トせ

ず につ ない だところ,ゴ ール前で ミス を冒 し,相

手チ ームが追 い風 オ フェ ンス有利 の状 況 とな り,

向 かい風で得点 を許 したことが敗 因となった.公

式戦で はなか ったため ウォームァップゲ ームと し

て,全 員が世界大会 とい う緊張感の もとゲ ームを

体験で きたことは良か った.ま た,ア ル ティメッ

ト経験4カ 月 の選 手で9-9の ス コアまで戦 えた

ことは,大 きな収穫 であ った.強 風のゲ ームで は

必ず追い風 オフェンスで ロングシュー トを打 ち得

点 を狙 うとい う戦術 を再認識 させ られ るゲ ームで

あ った。

日本 はグルー プAで13日 午 後 か ら15日 午前

まで4試 合 を戦 った,

グ ル ー プA:日 本,コ ロ ン ビ ア,ブ イ ン ラ ン

ド,ド イ ツ,ア イ ル ラ ン ド

グ ル ー プB:カ ナ ダ,イ タ リ ア,ス ウ ェ ー デ

ン,フ ラ ン ス,ラ ト ビ ア

グ ル ー プC:ア メ リ カ,オ ー ス ト ラ リ ア,イ ギ

リ ス,イ ス ラ エ ル,ロ シ ア

13日(月)VSコ ロ ンビァ

13:00PM～

14日(火)VSブ イ ンラン ド

11:00AM～

VSド イ ツ

15:00PM～

15日(水)VSア イ ルラン ド

9:00AM～

3-17×

17-60

7-17×

12-70

グル ー プAで の戦 い を終 え,2勝2敗 で上 位

リーグ ・下位 リーグ決定戦 を決め るゲ ームをイタ

リアと行 った.
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15日(水)VSイ タ リア

16:00PM～4-15×

残 念 なが ら,4-15で 敗 戦 とな り,7位 ～12位

決 定戦 を戦 うこととなった.

こ こ まで の戦 いで コロ ン ビア,ド イツ,イ タ

リア に敗 れ たが,い ず れ も相 手 のハ ン ドラーの

シュー トカ に翻弄 され たの が敗 因で あっ た.日

本 は向かい風 に対抗で きるシュー トカ を持 ち合 わ

せ てい ないが,コ ロンビア,ド イツ,イ タリアに

は向かい風で もゴールエ リアにロングシュー トを

打 つハ ン ドラーが お り,そ の シュー トを 日本 の

ディフェンス よ りも高い位置で キャッチす る選手

が備 わってい たことが違いであ った.高 い位置で

キャ ッチす るため には,デ ィス クが落 ちて くる場

所 を予測す ることとその場所 にポジシ ョニ ングす

るス ピー ドが備 わってい なけれ ばならないが,そ

れ らの能力が 日本の ディフェンス よ りも上 回って

い た.ま た,ル ーズ ディス クに対す る執着心 も相

手が上 回ってい た.特 に,コ ロンビアは,短 いパ

ス をつ な ぐこととロングシュー トを打つ ことの使

い分 けが うま く非常 に ミスが少 ないチ ームであ っ

た.コ ロンビア,イ タリア戦 につい ては,日 本の

キ ャ ッチ ミス,ス ロー ミス を誘発 させ る だけの

ディフェンスカが あ り,こ ちらの ミス を確実 に点

に結 びつ ける一方的 な展 開となった.前 回優勝の

コロンビア戦 は,世 界一の 国との戦いであ ったた

め,後 半 は全員起用 した.世 界一のチ ームの強 さ

とプレッシャーを肌で感 じさせ ることがで きたの

は収穫で あった.キ ャ ッチ ミス,ス ロー ミス を少

な くすれ ば勝 てるのが アルティメッ トであ る.コ

ロンビアは,短 いパス もロングパス もミスが少 な

い.こ の レベ ルまで仕上 げて来 なけれ ば世界一 に

はなれない こ とを認識 した選手 は多 い と感 じた.

ドイッ戦で は,前 半 はマ ン トゥーマ ンディフェン

ス を仕掛 けたが機能せず,一 方的 に得点 されゲ ー

ムを作 らせ て も らえ なか ったが,後 半 に 日本 の

ゾー ンデ ィフェ ンスが相手 オ フェ ンス を苦 しめ,

互 角 の戦い を繰 り広 げた.得 点 を取 るため には,

ミス をせず にパス をつ なげてい くことが大切であ

るが,ス ロー ミス33本,キ ャ ッチ ミス8本 とい

う ミスの多 さが敗 因 となった.コ ロ ンビア戦 は,

ゲ ーム全体 でス ロー ミス16本,キ ャッチ ミス8

本,イ タ リア戦 は,ゲ ーム全体 でス ロー ミス21

本,キ ャッチ ミス7本 であ り,ド イツ戦のス ロー

ミス ・キャッチ ミスの数の多 さが悔や まれ るとこ

ろとなった.

16日(木)は,上 位 リー グ(1位 ～6位 決 定

戦)に 進 めなか ったため,順 位決 定 リー グ(7位

以下決定戦)で 戦 った,

16日(木)VSア イ ルラン ド

9:00AM～

VSイ ギ リス

16:00PM～

15-10

11-80

ア イル ラ ン ド,イ ギ リス戦 と もに強風 と雨 の

中,ゾ ーンデ ィフェンスで守 り,追 い風 オフェン

スの 中ロングシュー トで得点 を狙い,早 い段階で

攻撃 を仕掛 ける戦術で勝利 した.特 にアイル ラン

ド戦 は,ア ルテ ィメ ッ ト経験4カ 月 の選手 を後

半起用 し,4点 連取 した場面 は盛 り上 が りをみせ

た。

この大会で は,出 番の少 ない アルティメッ ト経

験4カ 月の選手 をどの ように成長 させ るか を課題

の ひとつ と して考 えてい た.

そ の ため に2つ の事 を実行 した.

1つ 目は,見 て学ばせ ること.

2つ 目は,試 合前 に数多 くの実践 を踏 まえた練

習 をお こない,競 技力向上 を図 ること.

で あ る.こ の2つ は個 人の 能力 とチ ームカ を引

き上 げる相乗効果 を生み 出す考 え,12日 ～16日

の5日 間,レ ギュラーメンバ ーとは別のスペ ース

を使 って試合前の1時 間,下 記の項 目に取 り組 ん

だ。

① キャ ッチ&ス ロー(対 人パス,3人 で行 う ト

ライアングル ドリル,ス クエ アパス)

② ゾーンの攻防

③マ ーカーブレイク ドリル(フ ォアハ ン ドの

お もて展 開)

④ マ ーカーブレイク ドリル(バ ックハ ン ドの
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うら展 開)

⑤ ゴール前の シュー ト(タ ーンオーバ ー後,

2人 で速攻 を仕掛 け 皿のパスで ゴール)

5つ の項 目を練 習 す るた め に1時 間 を要 した

が,ア ルティメッ ト経験4カ 月の選手が 出番の な

い時 は,こ の場面が成長 させ る唯一の方法 なので

全試合の 開始直前 まで取 り組 ませ た,

16日 の2ゲ ー ムを勝利 したため,17日 は オ ー

ス トラ リア,ラ トビア と7位 ～9位 決 定戦であ っ

た.

17日(金)VSオ ース トラリア

9:00AM～10-12×

も さらにバ ックパ ス を投 げに くくす る,ス ロ ー

ワーの正面 にはサイ ドミ ドル,45度 は ミ ドル ミ

ドルが守 り,マ ーカー はバ ックパ ス を も らお う

とす るハ ン ドラーをマ ークす る.ま たサ イ ドミド

ルと ミ ドル ミ ドルの 問にはもう一人のサ イ ドミ ド

ルが詰め るためマ ーカーは完全 に4人 に囲 まれて

い るようなプレッシャーを感 じる,背 の高い選手

が カップを作 る場合 はさらにプレッシャーを感 じ

る.こ の ボックス型 カップの ゾーンデ イフェンス

は,1995年 に世 界 クラブチ ーム選手権 で優勝 し

たデス ・オア ・グローリーが見せ たもので,カ ッ

プに背の高い選手が入 りマ ーカーに高 さで プレッ

シャーをか けるのが特徴であ る,

前 半 はシーソーゲ ームであ ったが,終 盤2ア ッ

プを取 り8-6で ハ ー フタイム とな った.後 半 は

10-10と 追 い つか れ,タ イムキ ャ ップで ス ロー

ミス ・キ ャ ッチ ミスが続 き,そ の まま10-12と

流 れ を引 き戻せ ない まま終 わった.相 手の ゾーン

デ ィフェ ンスの カ ップが4人 で マー カー を囲 む

ボックス型 カップを仕掛 け,そ の プレッシャーに

パス をうま く出す ことがで きず,プ レーイングエ

リアの 中間地 点や サ イ ドライ ンを不 利 な位 置で

割 って しまうパス ミス を冒 し,向 かい風 オフェン

スでの失点 につ なが った(図11).

図11ボ ッ クス型 カップの ゾーンデ ィフェンス

ボ ックス型 カ ップの ゾー ンデ ィフ ェ ンス は,

フ ォース フォアハ ン ドでサ イ ドライン際 に相手 ス

ローワーを追い詰め,サ イ ドラインで はライン側

の カップがマ ーカーになる もので,ト ラップよ り

VSラ トビア18:00PM～ グ ラ ン ドコ ン

デ イシ ョン不良の ため ノーゲ ーム

17日 の午後 か らラ トビア戦 が予定 され てい た

が,5日 間降 り続 いた雨の 中でゲ ーム を実施 し続

けたため,予 定 してい たフィール ドの芝生が傷み

す ぎ使用禁止 となった.日 本 とラ トビアはオース

トラリアに負 けたため8位 タイとい う順位決定 と

なった。

皿.女 子日本代表チームの選考から

大会終了までを振り返って

ジュニア日本代表選手の選考方法について

①選手募集の時期と育成期間

今回は,世 界フライングディスク連盟による

2012年 世界ジュニアアルティメット選手権大会

の開催場所 と開催 日程の決定が遅れていたこと

と,2012世 界アルティメ ット選手権大会が堺市

で7月 に開催されることが重なり,ス タッフの発

表と選手募集が2011年12月 末日に行われた.約

6か 月の期間で選手募集とジュニア選手の育成指

導が行われたため,準 備期間が不足 した.次 回

の2014年 の世界ジュニアアルティメット選手権

大会に向けては,2013年 度大学新入学生で早生

れの学生を対象に早期に準備をして選手募集を始

めたいものである。4月 には各大学のクラブ勧誘
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表12012WJUCに おける女子日本代表チームのスコアブック

イギ リス(U-17)交 流 戦&139:00AM～11-14× コ ロ ン ビ ア8 .1313:00PM～3-17×
選 手.
No 出場機会

スロー

ミス

キャ ッチ

ミス
ブロ ック シュー ト ゴール 出場機会

スロー

ミス

キャ ッチ

ミス
ブロ ック シュー ト ゴール

選 手.
No

Sa3 5 1 1 1 1 1 7 1 Sa.3

Joユ5 5 2 7 1 1 Jo.15

Na.21 5 7 1 1 Na.21

Coユ7 5 1 1 7 1 Coユ7

Hm.11 5 1 7 Hm11

Hr.29 5 7 1 1 1 Hr.29

Ki.57 5 1 1 7 2 Ki.57

Ch.14 4 1 1 7 1 1 Chユ4

Yb.86 4 7 Yb86

Yu.9 4 7 1 1 Yu.9

Sc.26 4 7 1 1 1 Sc.26

Ay.23 4 1 7 1 Ay.23

An.1 4 1 7 3 1 An.1

Sk.28 4 7 1 1 Sk28

Er.8 10 1 1 4 1 Er.8

Ke.18 12 1 4 5 2 Ke.18

Rc.33 10 1 1 4 Rc.33

Ma.36 7 1 1 Ma.36

Mo.35 7 1 Mo.35

Ik19 7 1 1 1 Ik.19

Ksユ3 7 1 1 1 Ks.13

Li.71 9 1 1 1 4 1 Li.71

Mg63 9 1 1 4 1 Mg.63

As,69 9 1 4 As.69

Mh.82 8 1 Mh82

Asy.99 8 1 1 Asy.99

Mi.77 8 2 4 Mi.77

ブ イ ン ラ ン ド8.1411:00AM～17-60 ドイ ッ8.1415:00PM～7-17×
選 手.

No 出場機会
スロー

ミス
キャ ッチ
ミス

ブロ ック シュー ト ゴール 出場機会
スロー

ミス
キャ ッチ
ミス

ブロ ック シュー ト ゴール

選 手.

No

Sa.3 12 3 2 3 12 2 2 Sa.3

Jo.15 12 3 2 12 2 1 Jo.15

Na.21 12 1 1 2 2 12 1 1 1 Na.21

Coユ7 12 2 1 1 2 12 1 1 Co.17

Hm.11 12 2 12 1 Hm.11

Hr.29 12 2 1 3 12 2 1 Hr.29

Ki.57 11 1 1 13 1 2 1 1 Ki.57

Chユ4 11 2 1 1 12 9 1 Ch14

Yb.86 11 2 1 1 2 12 4 2 Yb86

Yu9 11 2 12 1 1 2 2 Yu9

Sc.26 11 1 2 1 3 12 1 2 2 Sc.26

Ay.23 11 2 12 1 1 Ay.23

An.1 12 3 2 2 1 11 1 1 Anユ

Sk.28 11 1 1 2 3 12 7 2 Sk28

Er.8 Er.8

Keユ8 Keユ8

Rc.33 Rc.33

Ma.36 Ma.36

Mo.35 Mo.35

Ik19 Ikユ9

Ks.13 Ks.13

Li.71 Li.71

Mg,63 Mg63

As.69 As.69

Mh82 Mh82

Asy.99 Asy,99

Mi.77 Mi.77
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ア イル ラ ン ド8.159:00AM～12-70 イ タ リア8.1516:00PM～4-15×
選 手.選 手.

No 出場機会
スロー

ミス

キャ ッチ

ミス
ブロ ック シュー ト ゴール 出場機会

スロー

ミス

キャ ッチ

ミス
ブロ ック シュー ト ゴール No

Sa.3 8 3 3 8 2 1 Sa.3

Joユ5 8 2 1 8 2 1 Jo.15

Na.21 8 8 1 1 1 Na.21

Co.17 8 8 1 1 Coユ7

Hm.11 8 1 2 8 1 Hm11

Hr.29 4 2 1 Hr.29

Ki.57 4 Ki.57

Ch.14 11 3 1 3 9 4 1 2 Chユ4

Yb.86 11 1 2 2 9 1 1 Yb86

Yu.9 11 1 9 2 1 Yu9

Sc.26 11 2 3 9 1 Sc.26

Ay.23 11 1 9 1 Ay.23

An.1 8 5 1 1 8 2 1 1 An.1

Sk.28 11 2 1 1 9 2 3 1 Sk28

Er.8 8 2 1 6 1 1 Er.8

Keユ8 11 1 1 1 1 7 Ke.18

Rc.33 2 Rc.33

Ma.36 Ma.36

Mo.35 Mo.35

Ik19 Ik.19

Ksユ3 Ks.13

Li.71 2 Li.71

Mg63 2 Mg.63

As,69 2 1 As.69

Mh.82 Mh82

Asy.99 Asy.99

Mi77 2 Mi.77

ア イ ル ラ ン ド8.169:00AM～15-10 イ ギ リス8.1616:00PM～11-80
選 手.

No 出場機会
スロー

ミス
キャ ッチ
ミス

ブロ ック シュー ト ゴール 出場機会
スロー

ミス
キャ ッチ
ミス

ブロ ック シュー ト ゴール

選 手.

No

Sa.3 8 1 1 2 2 16 7 1 1 Sa.3

Jo.15 5 1 3 1 Jo.15

Na,21 6 3 1 Na.21

Coユ7 6 2 1 2 3 Coユ7

Hm.11 5 1 3 Hm.11

Hr.29 6 1 1 1 3 2 Hr.29

Ki.57 5 1 1 1 3 1 Ki.57

Ch.14 7 3 1 16 7 2 2 1 Ch14

Yb.86 6 1 1 16 2 4 1 Yb.86

Yu9 6 1 16 1 4 Yu9

Sc.26 7 5 10 2 1 2 Sc.26

Ay.23 5 1 16 1 3 2 Ay.23

An.1 5 3 2 11 1 1 Anユ

Sk.28 7 3 3 16 3 3 3 1 Sk28

Er.8 2 2 1 Er.8

Keユ8 3 3 1 2 Keユ8

Rc.33 2 1 Rc.33

Ma.36 2 1 Ma.36

Mo.35 2 1 Mo.35

Ik19 2 Ik.19

Ks.13 2 1 Ks.13

Li71 2 1 Li.71

Mg,63 2 Mg63

As,69 2 1 As.69

Mh82 2 Mh82

Asy.99 2 Asy,99

Mi.77 2 1 Mi.77

39
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VSオ ー ス トラ リア8.179:00AM～10-12× ラ トビア8.1718:00PM～ グラン ド状 態不良:ノ ーゲーム
選 手.
No 出場機会

スロー

ミス

キャ ッチ

ミス
ブロ ック シュー ト ゴール 出場機会

スロー

ミス

キャ ッチ

ミス
ブロ ック シュー ト ゴール

選 手.
No

Sa3 18 4 1 1 Sa.3

Joユ5 8 1 Jo.15

Na.21 8 1 Na.21

Coユ7 8 1 1 1 Coユ7

Hm.11 8 2 1 Hm11

Hr.29 18 4 1 1 1 2 Hr.29

Ki.57 8 1 1 1 Ki.57

Ch.14 14 2 Chユ4

Yb.86 14 1 2 2 Yb86

Yu.9 14 1 1 Yu.9

Sc.26 14 2 1 1 2 Sc.26

Ay.23 4 1 Ay.23

An.1 4 1 An.1

Sk.28 14 1 1 3 1 Sk28

Er.8 Er.8

Ke.18 Ke.18

Rc.33 Rc.33

Ma.36 Ma.36

Mo.35 Mo.35

Ik19 Ik.19

Ksユ3 Ks.13

Li.71 Li.71

Mg63 Mg.63

As,69 As.69

Mh.82 Mh82

Asy.99 Asy.99

Mi.77 Mi.77

総計(全7試 合)
選 手.

No 出場機会
スロー

ミス
キャ ッチ
ミス

ブロ ック シュー ト ゴール

選 手.

No

Sa.3 94 20 2 7 9 10 Sa.3

Jo.15 68 13 3 3 2 Jo.15

Na.21 69 4 3 2 2 5 Na.21

Coユ7 69 4 5 3 2 6 Coユ7

Hm.11 68 2 2 5 3 Hm11 8/13-15リ ー グ戦

Hr.29 67 12 3 3 9 2 Hr.29 グ ル ー プA:日 本,コ ロ ン ビ ア,フ ィ ン ラ ン ド,

Ki.57 56 6 4 2 2 4 Ki.57 ドイ ツ,ア イ ル ラ ン ド

Chユ4 91 31 5 3 10 Ch.14 *2勝2敗3位 で上位 リー グ ・下位

Yb.86 90 11 4 3 9 5 Yb.86 リーグ決定戦へ

Yu9 90 4 2 1 4 10 Yu9 8/1516:00PM～

Sc.26 85 5 8 3 2 18 Sc26 上位 リーグ ・下位 リーグ決定戦

Ay.23 79 4 5 1 3 3 Ay.23 イタリア戦で敗 れ

An.1 70 18 3 3 6 4 Anユ 7位 ～12位 決定戦へ

Sk.28 91 14 7 14 11 4 Sk.28 8/167位 ～12位 決定戦

Er.8 30 6 1 3 Er.8 リ ー グ戦:日 本,イ ギ リ ス,ア イ ル ラ ン ド

Keユ8 38 6 1 1 6 3 Ke.18 *2勝0敗 で7位 ～9位 決定戦へ

Rc.33 18 1 1 1 Rc33 8/177位 ～9位 決定戦

Ma.36 10 1 1 Ma.36 リ ー グ戦:オ ー ス トラ リ ア,ラ トビ ア

Mo.35 10 1 Mo.35 *1敗1ノ ー ゲ ー ム8位 タ イ に て

Ik19 10 1 Ik.19 終了
Ks.13 10 2 1 Ks.13

Li.71 17 2 2 1 Li.71

Mg,63 17 1 1 1 Mg63

As.69 17 1 2 As.69

Mh82 11 Mh82

Asy.99 11 1 Asy.99

Mi.77 16 3 Mi.77
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や紹介 が行 われ,4月 末か ら5月 中旬 にかけて フ

レッシュマ ンズ カップが東 日本 ・中部 ・西 日本で

開催 され てい る.少 な くと もこの時期 には,世 界

ジュニアアルティメッ ト選手権大会の選手募集の

ためのチ ラシ を配布 したい.そ のため には2012

年 の 年度末の理事会でス タッフの決定 と承認 を行

う必 要が あろ う.今 回 と同様,5月 に選考会(練

習会)を 行 い,6月 か ら1年 間,大 会 に参 加 しな

が ら選手の個人技 とチ ームカの レベ ルアップを図

ることが理想的で ある,た だ し,こ れ は次 回大会

に大 学2年 生 で 出場 す る選手 を対 象 としてい る

ため,2014年 度 の大学新入学生(ほ とん どが アル

ティメ ッ ト経験4か 月で大会 出場 となる)の 募集

をどの程度 にす るか も想定 して進め なけれ ばなら

ない.

② 世界大 会エ ン トリー最大 定員28名 を選 手選考

す ることの良 し悪 し

最大定員 の28名 を選ぶのが良いか,20名 前 後

にす るのが 良い のか,と い う選考 人数 の議論 は

あった.

1.ゲ ー ムにで るの は7名 なので,オ フェ ンス

セ ッ ト7名 とデ ィ フェンスセ ッ ト7名 の合

計14名(ル ール上の最低 人数)プ ラス2,

3名.

2.オ フ ェ ンスセ ッ ト7名 とデ ィフェ ンスセ ッ

トを2セ ッ トの14名,合 計21名

とい う意見 も伺 った.

表1の 選手 の出場 機会 数 を参考 にす る な らば,

16,7名 く らいが妥 当で あ ったのか も しれない.

今 大会 にオープン(性 別不問であ るが男子のみ選

考)は,西 日本10名,東 日本11名 の合 計21名

で 参加 した.女 子 は西 日本11名,東 日本16名 の

合計27名 で 参加 してい る.い ずれ に して も,出

場機会 を判断基準 と し,あ ま り出られ ない選手が

い るの であ れば多 くの 人数 を選考 すべ きで は な

い,と い う意見が正 しいのか もしれ ない.

オ ープンは,西 日本 と東 日本の選手がそれぞれ

10名 くらい にな ったため,西 日本 のセ ッ トと東

日本のセ ッ トで分 け,普 段の練習や 日本での試合

も2チ ームで参加 してい る.西 日本 と東 日本で練

習で きるように分 けるの は,選 手の経済的負担 を

考えても良い方法であると考えられる.

女子は,あ まり出られない選手がいても,世 界

大会に参加することで学ぶことは多いという判断

で,最 大エントリー数28名 を選考 した.28名 の

利点は,大 会期間6日 間の毎試合ごとに,試 合前

の練習 を14名 ずつのゲーム形式でおこなえたこ

とである.国 内で合宿する場合,選 手の金銭的な

負担を考えると,毎 週合宿することは不可能であ

る.西 日本で14名,東 日本で14名 を選考 し,そ

れぞれのエリアで毎週試合形式の練習できること

は,経 済的負担は少なくなり効率の良い練習がで

きる.そ れぞれのエリアでスタッフがいる場合

は,西 日本と東日本で練習できるように選手選考

することも一案である.

ジュニァ育成ということを第一義に考えてい く

場合,選 考人数を何名にするかの判断は,今 後も

議論される部分である.

参考までに,2012年 世界アルティメ ット選手

権では,オ ープン29名,女 子27名,ミ ックス

(男女混合)28名,オ ープンマスター(33歳 以上)

28名,女 子マスター(30歳 以上)17名 がそれぞれ

日本代表として選考されている,

③キャプテンの選考

日本代表など他のデ ィビジ ョンでは所属する

チームでもキャプテン経験の有無や競技歴等を判

断材料として,キ ャプテンが選考される場合が多

いが,ジ ュニアチームの場合は,そ れらの材料に

乏 しいため選考するには時間を必要とした.今 回

は,第1回 から第3回 までの選考会および練習会

での選手の様子を観察 した上で,第3回 選考会の

初日の ミーティングでキャプテンを選考 した.ま

ず,自 己推薦を募ったが誰もいなかったため,第

1回 選考会から練習に参加 している選手からの推

薦でキャプテンが決定 した.攻 守の戦術理解にも

優れ,統 率力とリーダーシップがあ りながら,謙

虚さをも併せ持つ適任者であったといえる.大 会

中にノー トをつけている様子を垣間見たが,非 常

によく整理されてお り,今 後も日本代表や,さ ら

には指導者 としても頑張っていける選手であ り,

すばらしい選手であった.
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④食事

第1回 選考会から第3回 選考会まで選手が増え

るごとに食事の摂 りかたの指導をした.

1.朝 食では腸内にガスを発生 させるイモ類や

牛乳の摂取 を控える.夕 食で摂取すること。

2.ご はんやパン,麺 類 など炭水化物を多めに

食べ,ク エ ン酸 を含む果汁100%の ドリン

クやスポーツドリンクを一緒 に摂取す るこ

と.

3.昼 食 ・夕食は練習 ・試合終了後で きるだけ

早 く炭水化物を食べ,ク エ ン酸を含む果汁

100%の ドリンクやスポーツ ドリンクを一緒

に摂取する,

1.は 腹部にガスが発生 して試合中に痛 まない

ようにすること,2.3.は 次のゲームに備えて筋

肉内にエネルギーを多 く蓄えることを指導 した.

世界大会中は朝食 ・夕食が選手村で用意されてい

たが,昼 食は各自で用意 しなければならなかった

ので選手同士が工夫 して準備 した.朝 食で余るパ

ンや飲み物を昼食用に確保 しておいたり,コ ンビ

ニで好物を調達 していたり,ゲ ーム終了後できる

だけ早 く炭水化物 を食べ,ク エ ン酸を含む果汁

100%の ドリンクやスポーッ ドリンクを一緒 に摂

取するという決め事を遂行 した.

⑤規律

チームで行動 して,チ ームで準備 して,チ ーム

で戦うということを基本行動とした.ラ ンニング

での全員での掛け声や試合中のサイ ドラインから

の声,得 点後の日本女子チームオリジナルの儀式

的なダンスと歌声など,全 員で声を出しながら行

動することは,チ ームの連帯感を一層高めるもの

となった.し か し,大 会中1度 だけ朝食に遅刻 し

た選手が2名 出た.主 力組であったためペナル

ティーを与え,出 場禁止 とした.代 わ りに経験4

か月の選手を2名 起用 した.チ ームのレベルは下

がることはなく2名 ともシュー トとゴールに絡む

働きをした.試 合中の予期せぬケガで試合に出ら

れなくなった時に交代要員は必要であ り,交 代す

ることでチームカが落ちる場合は,選 手層が薄い

といわれるが,代 わりに入った経験4か 月の2名

の選手はフル出場 し,十 分役割を果たした.

出場禁止 となった2名 は2試 合 目の後半か ら起

用 した。 この2名 の内の ひと りは比較的 口数の少

ない タイプであ るが,後 半か らの起用 を告 げられ

るとチ ームのみ んなに大 きな声で,手 短で はな く

しっか りと した文言で謝罪 を行 った.

⑥ 選手の起用方法

2012年 世 界 ア ルテ ィメ ッ ト選手権 で は,選 手

の起用 について2つ の方法が見 受け られ た.1つ

は,監 督が得点 ごとにメンバ ーを読み上 げ選手 を

起用 する方法.も う1つ は,オ フェ ンス時 には,

オ フェンスセ ッ トの リーダーが メンバ ーを読み上

げ選手 を起用 し,デ ィフェンス時 には,デ ィフェ

ンスセ ッ トの リーダーが メンバ ーを読み上 げ選手

を起用す る方法であ る。 どちらも,あ らか じめ決

め られ たセ ッ トを選手全員 に伝 え,入 れ替 えがあ

るな しにかか わらず メンバ ーを読み上 げ選手 に伝

達 してい る。

ジュニ ア女子の今 回の選手起用 は,ど の気象状

況で もゾーンデ ィフェンス を仕掛 けられ るように

レギュラーチ ームを2つ に分 け,ゾ ーンのセ ッ ト

A・Bを 交互 に起用 した.ス ローオ フ後,早 い段

階 で点 を取 った場合 や調子 が上が らない場合 は,

キ ャプテンと相談 し同 じセ ッ トを連続 して起用 し

た.ま た,点 差 と相 手 との実 力差 を照 ら し合 わ

せ,ア ルティメッ ト経験4カ 月の選手で構戒 され

る2つ のセ ッ トを交互 に起用 した.

どの代表チ ームもそ うであ るが,前 半の 中盤以

降や後半の 中盤以降 には必ず得点 しなけれ ばなら

ない勝負所が生 じる。選手の疲労度 も考慮 しなけ

れ ば な らないが,そ の場 面 でのベ ス トオ フェ ン

ス,ベ ス トデ ィフェンスの7名 を起用す ることが

多い。 ジュニ ア選手 について は,オ フェンス能力

にもデ ィフェンス能力 にも優れ,ど のポ ジシ ョン

に起用 して も能力 を発揮で きる選手 は少 ない.高

さがあ る選手 ・ス ピー ドがあ る選手 ・得点力の高

い選手 ・ロングシュー トが打て る選手 ・短いパス

を確実 につ な ぐ選手 ・ゲ ームをコン トロールす る

選手 な ど,ど れ を見 て も優 れて い る とい うス ー

パ ープレーヤ ーは残念 なが ら皆無であ った.選 手

の持 ってい る能力 を組み合 わせて,中 盤以降の勝

負 にその都度ベス トの7名 を起用す ることで戦い
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続 けた.今 大会 は,過 去 に経験 が無い ほどの連 日

の雨 と強風の環境の 中での ゲームであ った。上位

進 出チ ームと最 も差が 出たの は,ロ ングシュー ト

が打 てる能力で ある.ロ ングシュー トが打 てる選

手 はス ローオフに も優れ てい る.日 本チ ームは,

5日 間のゲ ームで一 度 も64m先 に ある ゴールエ

リアにスローオフを到達 させ ることはで きなか っ

た.上 位進 出チ ームはそれがで きるため,ゴ ール

エ リアに近い場所で ターンオーバ ーを取 る確 率が

高 くなる,ま た,向 か い風 オ フェ ンスで ロ ング

シュー トを使 うこ とで,ゴ ールエ リアに は到 達

で きな くて もゴールエ リアに近 い場 所 で味 方が

キャ ッチで きる確率が高 くなる,向 かい風であ っ

て も確実 に短いパス をつ なぎ,我 慢 して少 しずつ

陣 地 を取 ってい くこ とがセ オ リーか も知れ ない

が,雨 と強風の環境の 中で は短いパスであ って も

ミス を冒 して しまう.向 かい風 オフェンスで ロン

グシュー トを狙 える能力が相手 を上 回るのであれ

ば,ロ ングシュー トを打つ とい う作戦 は有効であ

る.ま たその ように判断 した場面が上位進 出チ ー

ムには多 く見 られ た.特 に最終戦 となったオース

トラリアの後半の追い上 げは,向 かい風 オフェン

スで ロングシュー トを狙 った戦術 に,高 さや ルー

ズ デ ィス クへ の執 着の部 分 で 日本 が対 処で きな

か ったのが原 因で ある.

⑦ 不足 した技術

ス ローオフ,ロ ングシュー ト,ア ップサ イ ドダ

ウ ンス ロー に見 られ る空 間 を使 った3次 元 のス

ローイング技術が不足 してい た.各 個人が 自チ ー

ムで練習 する時は,2次 元のス ローイ ング練習が

基本 であ り,3次 元 のス ロー イ ングは行 わ ない傾

向 にあるのか もしれ ないが,世 界選手権 レベ ルで

は上 位 チー ムは必 ずス ロー オ フ,ロ ング シュ ー

ト,ア ップサ イ ドダウンス ローの技術 を持 ってい

る.自 分がで きない ことを相手 にされ た場合,そ

の プレーの始 ま りか ら終 わ りまでの軌跡が イメー

ジで きない.自 チ ームで練習す る しない にかか わ

らず,個 人技術の充実 を 目標 に取 り組 んで ほ しい

項 目で ある.

ま た,ゾ ーンの カ ップを仕掛 けられ ボックス型

で 囲まれ た場合の逃れ方が難 しい ようであ った.

3次 元のパ スを使 うと簡単 にこのボ ックス型 カッ

プの上の空 間を使い,後 方の選手 にパス を通す こ

とが で きるが.2次 元のパス イメージ しか ない た

め カ ップの 間 を通 そ う と して ミス を冒す場面 が

あ った。

2次 元 のパ スの中では,GIVE&GOの パ スバ リ

エ ーシ ョンの不足 を感 じた,特 にお互いがlm以

内でパス をや りと りす るような,バ ックハ ン ドの

ソフ トパスが難 しい ようであ った.バ ックハ ン ド

の ソフ トパス は,GIVE&GOの 他 にス トー リン

グが詰 まった時の ビハ イン ドへの シ ョー トパス を

行 う際 に有効 なパスであ るため,練 習課題の必須

項 目であ ると言 える,今 大会で は,ゾ ーンの カッ

プの 中を相手 オフェンス にバ ックハ ン ドの ソフ ト

パ スの連続技 で進 まれ る場 面があ った .こ れ も,

自分がで きない ことを相手 にされた場合,そ の プ

レーの始 ま りか ら終 わ りまでの軌跡が イメージで

きない典型的 なプレーであ った.

大 会 中は風 と雨の試合条件であ ったため,ほ と

んどのデ ィフェンスで ゾーンを採用 したが,ド イ

ツ戦の前半 はマ ン トゥーマ ンデ ィフェンス を行 っ

た.相 手 オフェンス はホライゾンタルス タックで

あ ったが,こ の時のデ ィフェンスの付 き方 に理解

不足があ った.ゴ ールを狙お うと してい る選手 に

フェイス トゥーフェイスで付いて しまい,そ の ま

まゴールへ走 られ た場面であ る.オ フェンスの背

中側 につ い て ゴール方 向 に走 られな い ように プ

レッシャーをか ける場面 とハ ン ドラーが短いパス

をもらお うと していて フェイス トゥーフェイスで

付 く場面が混 同 したと考 えられ る.

上 記の例 は,教 える側 は選手が理解 してい るで

あ ろうと過信 した部分であ るため,戦 術 について

は必ず,試 合前 に指導者が全体 に向 けて確 認作業

を しなけれ ばならない と感 じた.ホ ワイ トボー ド

を使 って,図 示 して イメージを与 える作業 も重要

であ る.

～皿.女 子 コーチの育成

今大会では女子のコーチを育成する機会 を得

た 他のスポーッではソフ トボールで女子監督,
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女子ラグビーで女子ヘッ ドコーチが見られるが野

球,サ ッカー,バ レーボール,バ スケッ トボール

ではあまり見られない.ア ルティメッ トで も専任

の女子監督はな く,7月 に堺において行われた世

界選手権女子日本代表チームでは,選 手兼監督と

して女子が指導 している.女 子チームを指導する

ことにおいて,男 子と女子のどちらが適任である

かは他と同様まだまだ議論されなければならない

が,男 女どちらのスタッフも協会として準備され

ているに越 したことはない,今 回は選考会から大

会終了まで女子のコーチ1名 が帯同し,以 下の項

目について経験する機会を持った.

①選手選考

②指導プログラムの実践

③スコアブックの管理

④大会でのチーム運営と管理

上記の項 目について,ノ ウハウのすべてを指導

したわけではなく,コ ーチ本人が見て学び,体 験

して自分なりの指導プログラムを構築する機会を

提供 した.監 督が指導 した部分をたたき台 とし

て,さ らに充実 した指導プログラムを自分なりに

作 り上げ,女 子のアルティメッ ト指導について研

鐙を重ねることを期待 したい.

】X.ま と め

「勝負は,戦 う前についている」とい う言葉が

ある.勝 つための準備を大会までにどれだけでき

ているかで勝負は決まる。世界大会に向けて,3

度の合宿練習と1度 の大会参加という4度 の全体

練習機会があったが,代 表に選考されたメンバー

全員が限られた時間の中で精一杯技術の向上に取

り組んだ.さ らにチーム力向上を望むなら,日 々

の個々の取 り組みをどのようにするかということ

に尽きる.自 分に足らない部分を知 り,ど のよう

な練習に取 り組めば,そ れが改善できるのか.そ

れぞれがモチベーションを高め,個 人練習の質と

量をプランニングして補うしか方法はない.次 回

は2014年 に世界ジュニアアルティメット選手権

大会が開催される.今 回の8位 という結果を踏ま

え,勝 つための準備 を次の大会までにどれだけ

で きるのか,ま たその過程 を踏むことによって,

ジュニア選手を心技体の部分でどれだけ成長させ

ることがで きるのかを,今 回の2012世 界ジュニ

アアルティメッ ト選手権大会に係わったスタッフ

とともに精査 し,プ ログラムを再構築 していかね

ばならない.

中学,高 校でアルティメッ トを経験 してきた学

生が少ないという現状では,今 後のジュニア育成

については難題を抱える.中 学,高 校でアルティ

メッ トを指導する教員の不足,他 のスポーツに見

られるモチベーションを高めるメディアでの露出

の不足,ガ イ ドブックなどの教本の不足等,ひ と

つひとつの課題に目を向けるジュニア育成スタッ

フを増強 しながら取 り組むことも重要である.幸

いに も2012年 度 より中学校新学習指導要領の

ゴール型ゲームの中に,陣 取 り型の種目としてア

ルティメッ トが採用されたため,中 学校体育の授

業でアルティメッ トを経験する場面も増えると考

えられる.今 後,中 学校体育でアルティメッ トを

経験 した学生が,ジ ュニアアルティメッ ト選手権

大会の選手募集に反応を示 し,代 表選考にチャレ

ンジして くれることに期待 したい,

ジュニアチームで選手とともに過ごした半年問

で 「人が成長すること」を考える機会を多 く持っ

た。人には考えたことを実行する速度に違いがあ

る。理屈抜きの行動力の大きさ ・速さが,進 歩 ・

成長の手がか りである.そ のためには,日 常から

本質を見抜 く眼を持って,心 で物事に取 り組む必

要がある。普段どうしても 「メディアが醸す空気

に影響される」「表面的な輝きに惑わされる」「見栄

を捨てきれない」などの傾向があ り,ま だまだマ

イナースポーツであるアルティメッ トを学生に選

んでもらえない.し か し,数 あるスポーツ種目の

中からアルティメッ トを選び,選 考会に訪れた選

手とは縁があったのである.そ のような選手たち

に,ア ルティメッ トを通 じて,先 を見る力,無 か

ら有を生み出す力,身 体で行動 ・実践する力を身

につけてもらいたいと感 じた。試合は普段の取 り

組みを試 し合う場であ り,自 分との勝負の場であ

る。普段の生活をいっそう充実させて自分を鍛え

ること,そ して素晴らしい仲間とつながることが
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個々の成長につながる.ア ルティメッ トに取 り組

んでそのような人間形成ができたら素晴 らしい

し,大 きな希望を感 じる.ア ルティメッ トは審判

を置かずにお互いの信頼のもとジャッジ し合 う,

世界で類を見ないスポーッである.卑 怯なことを

平気で したり,力 つ くで相手をね じ伏せるような

勝ち方を身につけることは避け,こ れからの人生

に通 じる生き方,考 え方,行 動力を身につけてこ

そ,取 り組む意義がある.過 去に持っていた価値

観や持論に執着せず,素 直な気持ちで謙虚に学ぶ

姿勢で物事に取 り組 む.ア ルテ ィメットを通 じ

て,お 互いに心技体を磨き,本 当の意味の勉強に

目覚めること,そ れぞれが秘める可能性を開花さ

せることにこれからも携わっていきたい。
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注

1)第13回 世 界 アル テ ィメ ッ ト選 手権 大会 で 日

本 は,オ ー プ ン5位,女 子優 勝 マ ス ター(33

歳 以 上)オ ー プ ン3位,マ ス ター女子(30歳

以 上)3位,ミ ックス(男 女混合)3位 の結 果で

あった.

2)ジ ュ ニアアル テ ィメッ ト選 手権 大会 出場 選手

は19歳 以下 の年 齢 条 件 で構 成 され,男 子 は

1983年,女 子 は2000年 か ら実施 されてい る.

2010年 ジ ュニ アアルテ ィメ ッ ト選 手権大会 で

日本 は,男 子13位,女 子7位 の結果 であった.

3)高 校 生の 内訳 は,2010年 に 中学3年 生 で出場

した選手1名(ア ル テ ィメ ッ ト経 験2年6か

月).高 校 で愛好会 を結 成 し練 習 していた選手

1名(ア ルテ ィメ ッ ト経験2年).ス タ ッフが

地元 の サ ッカー ク ラブか ら発掘 した選手1名

(ア ルテ ィメ ッ ト経験6か 月)で ある.

4)お 互 いの プレーをお互い でジ ャッジす る フラ

イ ングデ ィス ク競技 独特 のル ール.ス ピ リッ

ト・オブ ・ザ ・ゲ ームは以下の5つ の評価項 目

について5段 階評価 を行 う6).

1.ル ー ルの理解

根拠の ない コールを しない,ル ールを都合のい

い よ うに解釈 してい ない.時 間 を守 ってい る.

ル ールについて学ぶ姿勢 を見せ た,あ るい は教

えて くれ た.

2。 ファールお よび身体接触

ファールや身体接触,危 険 なプレーなどを しな

い よう心が けてい た,

3。 フェアプ レー

ファールを した場合の謝罪があ った.チ ームメ

イ トの誤 った コール を正 した.話 し合 いの末,

自チ ームの意見 を認め,誤 ったコール を撤 回 し

た.

4.ポ ジテ ィブな姿勢お よびセルフマネジメン ト

自己紹介があ った。軽蔑的,挑 発的 な言葉遣い

を しなか った.ナ イス プ レー を褒 めて くれ た.

試 合後のス ピリッ トサ ークルなどで良い印象 を

受 けた。

5.相 手 チームのス ピリッ トと比較

ルールの理解,身 体接触,フ ェアプレー,ポ ジ

ティブな姿勢お よびセル フマ ネジメン トにおい

て,相 手チ ームの スピリッ トとの比較.

以 下,公 式 ルールブックよ り抜粋

1ス ピリッ ト ・オブ ・ザ ・ゲームについて

1.1ア ル テ ィ メ ッ トは,接 触 禁 止,セ ル フ

ジャッジ制 を用いた競技スポ ーツであ り,す べ

て の選 手 はルール に忠実 でな けれ ばな らない.

ア ルテ ィメ ッ トは,「 ス ピ リッ ト ・オブ ・ザ ・

ゲ ー ム」 とい う各 選手 の責任 感 あ る フェア プ

レーの もとに成 り立 ってい る.

1.2本 公 式ル ール は,い か なる選手 も意 図的 に

ルールを破 ることはない とい う前提で,反 則 に

対す る厳 しい罰則 は定めず,試 合上で起 こ りえ

る状況 を想定 し試合 をスムーズ に進行 させ るた

めの方法 を示 してい る.

L3選 手 は競技者 で ある と同時 に,審 判 として
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の役 割 をも果 たす とい う認 識 を もつ 必要 があ

る.チ ーム問の仲裁 にあ たる際,選 手 は以下 を

順守す ること.

L3ユ ル ール を熟知 してい ること.

1.3.2公 正 かつ客観的 に判断す ること.

L3.3正 直 であ ること.

L3.4明 瞭 かつ簡潔 に意見 を述べ ること.

1.3.5相 手 チ ー ムの 意見 を しっか りと聞 くこ

と.

L3.6問 題 の解決 は可能 な限 り速 やか に行 うこ

と.

1.3.7他 者 に敬意 を持 った言葉遣 い を心が ける

こと.

1.4競 争 心高 い プレーは奨励 され るが,お 互い

の相手 を敬 う気持 ち,ル ールの順守,プ レーを

楽 しむ気持 ちを,常 に心が けなが らプレーす る

こと.

1.5「 ス ピリ ッ ト ・オブ ・ザ ・ゲ ーム」 の精神 に

則 った,ア ルティメッ トに相応 しい と考 えられ

るマ ナー(行 動)を 以下 に示す.

1.5.1チ ー ムメイ トが誤 った もし くは不 必要 な

コー ル を した場合 や フ ァー ル,バ イ オ

レー シ ョンを した場合 に注意す ること.

1.52コ ー ルが不必要 な ものだった と判断 した

ときには,そ の コール を撤回す ること.

1.5.3相 手 チ ー ムの 選手 の 良 い行動 や 「ス ピ

リッ ト ・オブ ・ザ ・ゲーム」の精神 は称

賛す ること.

1.5.4相 手 チーム に自己紹介 をす ること.

1.5.5意 見 の相違や挑発行為 に対 して冷静 に対

応 をす ること.

1.6「 ス ピリ ッ ト ・オブ ・ザ ・ゲーム」 の精神 に

違反 し,い か なる選手 もとるべ きで はない行為

を以下 に示す.

1.6.1相 手 に危害 を及 ぼす ような危 険 なプレー

や,相 手選手 に対 して攻 撃的 な態度 をと

ること.

1.62意 図 的 に反則行為 を行 った りルール に違

反 した りす ること.

1.6.3相 手 チーム を嘲 った り,威 圧す ること.

1.6.4得 点 に対 して相手 に不快 感 を与 えない こ

と.

1.6.5相 手 チー ムか らの コールへ の仕 返 しと し

て,コ ール をす ること.

L6β 相 手チーム にパス を要求す ること.

1.7チ ー ム は,「 ス ピ リ ッ ト ・オ ブ ・ザ ・ゲ ー

ム」の精神 を大切 に し,以 下 を順守す ること.

L7.1チ ー ム メイ トにルールや 「ス ピリッ ト・

オ ブ ・ザ ・ゲ ー ム」 の精 神 に則 っ たマ

ナー(行 動)を 正確 に教 えるこ と.

L7.2「 ス ピ リッ ト ・オ ブ ・ザ ・ゲー ム」 の精

神 に反 した行動 を取 った選 手 に対 して注

意す ること.

L7.3「 ス ピ リッ ト ・オ ブ ・ザ ・ゲー ム」 の精

神 に対す る向上 を図るため,相 手チー ム

に対 して も,建 設 的な意見 ・提 案 をす る

こと.

L8初 心 者が ルール を知 らず に違反行 為 を した

場合 には,経 験者がその違反行為 に対す る説明

義務 を負 うこと,

L9経 験 者 は,初 心者 や若手 を含 む選手 の試 合

において,ル ールや試合 中の仲裁 に対す るア ド

バ イス をす ることがで きる,

1.10ル ー ル は,直 接 プ レー に関 わ ってい た選

手,も しくはその プレーを最 も客観的 に捉 えら

れ ることがで きる選手 によって判断 され るべ き

であ る。 キャプテン以外の プレー してい ない選

手 は,ル ールの判断 に関与すべ きで はない.た

だ し,「 アウ ト ・オブ ・バ ゥ ンズ」 と 「ダゥ ン」

の コール に関 して は,そ の コールが適切か どう

か をプレー してい ない選手 に対 し意見 を求め る

ことがで きる.

L11プ レ ー中のコール も しくはその他 の問題 に

対 し,双 方の合意が得 られ ない場合 には,デ ィ

ス クをコール前 も しくは問題発生前 にデ ィス ク

を持 ってい たス ローワーに戻 し,プ レーをや り

直す こととす る.

2012年7月 に開催 され た世 界 アルテ ィメ ッ ト

選手権 の 日本VSカ ナダの試合 では,カ ナ ダが

スピリッ トオブザゲ ームに反す る行為があ った

と して,カ ナダが 日本 に謝罪文 を送 ってい る.

5)キ ャ ラバ ンのみ例外 であ る.相 手 ゴールエ リ
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ア内で相手のパ スをダイレク トキャッチ した場

合 は,そ の場で ゴールが認め られ,こ の ゴール

形式 をキャラバ ンと呼 ばれ てい る.

6)走 路 妨 害 の反則.故 意 か どうか に関 わ らず,

相 手の進路(5m以 内)を 横切 る こと.

7)マ ー カーは,バ ックハ ン ド側 につ きバ ックハ

ン ドを投 げに くくす る,そ の ため オフェンス は

ゴール方 向(ゲ イ ン側)へ は フ ォアハ ン ドを

使 って攻め なけれ ばならな くなる.バ ックハ ン

ドを使 う場合 は,一 度 ゴール とは反対 方 向 に

バ ックパスやサ イ ドチ ェンジパス を使 って展 開

しなけれ ばならない.

8)ス タ ンフォー ドオフェ ンス は,ス タックオフェ

ンスやバ ーティカル オフェンス と呼 ばれ,ア ル

ティメッ トの創 成期か ら現在 に至 るまで,多 く

の 国やチ ームで採用 されて きたオフェンスで あ

る。2000年 以 降 に北米 で主流 になってきたホラ

イゾンタル オフェンス(ホ ライゾンタル=水 平

な)と 区別 して,最 近で はバ ーティカル(=垂

直 な)と 呼 ばれる ようになった。スタ ンフォー

ドオフェンス は,ホ ライゾンタル オフェンスが

上下 のスペ ースを使 うのに対 して,フ ィール ド

の左右 のスペ ース を活用 して行 なう。

9)ゾ ー ンデ ィフェ ンス は,マ ー カー ・ミ ドル ミ

ドル ・サ イ ドマ ーカーの3人 がス ローワーを囲

むカ ップデ ィフェ ンス が特徴 で あ る.ま ずス

ローワーに対 してマ ーカーがス トーリングをか

ける.ミ ドル ミ ドルはス ローワーに対 して正面

のパス を防 ぐ.サ イ ドマ ーカーはス ローワーか

らの斜 め45度 の方 向のパ スを防 ぐ(ミ ドル ミ

ドル ・サ イ ドマ ー カーは スロ ー ワーか ら3m

以 上離 れ なければ ならない).第1列 では カッ

プデ ィ フェ ンス,第2列 ではサ イ ドミ ドル と

シ ョー トディープが ミ ドル ミ ドルの左右のエ リ

アへのパス を防 ぐ.第3列 で はサ イ ドミ ドルと

ディープディープが ロングパ スを防 ぐ.こ れ に

対 しゾーンオフェンス は,ビ ハ イン ドパス とサ

イ ドチ ェンジパスで カップディフェンス を揺 さ

ぶ る.揺 さぶ りに対 してマ ーカー ・ミ ドル ミ ド

ル ・サ イ ドマ ーカーのマ ークが甘 くなったエ リ

アに縦パス をつ なぎゴール方向 にディス クを進

めてい くことが基本 プレーとなる.
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